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四
九
八

の
h

あ
る
の
は
、
後
に
闘
谷
を
補
う
た
も
の
で
あ
ら
一
あ
ら
う
。
蘇
宮
は
裂
に
新
班
の
北
部
に
修
り
、
八
師

一
大
賀
年
申
護
活
大
師
凶
器
の
大
地
に
て
、
広
木
院
は
一
ば
ィ
ジ
ノ
石
川
部
太
平
寺
〈
部
研
名
〉
の
地
は
、
苦

う
。
到
存
容
数
近
百
七
十
一
一
。
八
附
寺
は
天
正
白
川
引
か
一
宮
と
附

へ
ら
れ
る
も
の
で
、
元
久
年
制
北
僚
時
政
の

一
不
曲
目
枇
領
な
り
し
と
い
へ
り
。
引
時
山
内
川
町
あ
り
し
防
一
必
任
に
丹
羽
長
震
が
在
械
し
た
頃
、
前
旧
利
家
の
所

ら
一
時
中
絶
し
て
ゐ
た
お
に
、
こ
の
終
は
金
抑
伐
的
一
命
に
よ
り
制
約
し
た
と
い
は
れ
、
文
は
郎
永
年
中
間
世

一
を
、
今
も
大
鳥
町
村
と
い
ふ
。
申
比
ま
で
出
十
依
坊

一
領
と
の
境
で
あ
っ
た
民
、
こ
訟
に
附
加
を
応
ゑ
、
制

等
に
鮮
は
っ
た
が
、
明
治
に
山
市
計
り
刊
び
八
師
号
に
返
一
多
村
安
近
の
側
犯
と
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
烈
綴
に
よ

一
あ
り
し
と
て
、
今
も
百
姓
に
祭
仙
問
問

・
到
来
聞
出
な
ど
一

川
千
之
助
(
百
八
十
石
〉
を
し
て
之
を
守
仰
せ
し
め
て

還

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

-

っ

て

断

ず

れ

ば

、
耐
設
共
に
非
で
、
平
安
朝
末
期
航

一
と
て
有
。
何
れ
も
兵
既
に
・
単
純
せ

L
m。
』
と
杷
す

一
あ
っ
た
。

〈
-
一
一
〉
八
師
寺
山
桝

l
同
寺
に
V
〈別
加
の
大
般
若
幻
終
折
一
に
そ
の
存
在
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
る
。

大
前
寺
が
衰
微
し
た
こ
と
に
恥
い
て
は
、
元
職

一

生
イ
へ
イ
ヤ
マ

大
平
山

川
い1

羽
咋
抑
ニ
ヲ

本
を
有
す
る
。
そ
れ
に
は
容
宋
に
版
木
で
、『
文
例
二
一
ハ
五
〉
石
井
児
沙
門
欽
犯
縦
!
こ
れ
も
抑
制
刊
で
、
邸
主

一
十
年
続
宗
退
脚
部
上
制
限
に
、『羽
咋
郡
田
木
大
商
寺
村

一
向
田
の
両
方
海
内
聞
に
在
る
砂
仔
。
刊
さ
四
七
米
。
地
釘

年
諮
問
且
サ
三
日
乙
酉
於
八
的
大
古
防
御
一
目
前
供
一
部
石
井
出
沙
門
設
の
迎
会
杭
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
票

坊

・益
性
坊
・
上
之
拐
-
一
間
頂
坊
・伊
豆
坊
・商
之

一
抑
態
。

町
北
安
芭
吃
。
防
本
阿
附
梨
由
民
間
』
と
川
刷
り
込
ま
れ
て
一
今
仮
泊
百
五
十
八
容
の
ヰ
本
が
品
川
に
存
L
、
奥
部
に

一
坊
・南
之
坊

・
客
泉
坊
・探
知
坊
・束
之
初
・
座
主
坊
、
一

生
イ
へ
キ
ジ
稲
盛
寺

l
h
m
テ
カ
ベ
ジ
初
回
一

ゐ
る
。
到
存
第
一
百
七
容
の
一
帖
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
は
『
郎
安
七
年

儀
次
巾
方
入
且
十
八
日

於
=
能
州
町

一
右
十
一
ヶ
寺
退
純
子
細
目
年
蹴
等
不
相
知
。
』と
い
ひ
、
一
寺。

〈
四
〉
総
待
寺
抑
制
l
M陥一
F
榔
門
前

の
総
待
寺
別
院
に
一
野
住
石
訓
枇
抄
(
門
脱
)
w
M如
法
問

Mm-ぉ
=
興
降
仰

一
貸
永
元
年
一
間
H
程
に
は
、『
大
田
刷
寺
と
い
」
は
惣
名
に

一

ダ
イ
ホ
ウ
大
峰

羽

咋

郡
八
臓
興
宗
穂
波
法
問
パ

も
、亦
古
潟
大
般
若
絡
が
あ
る
o
こ
の
大
般
若
絡
は
、
一
法

-3
抑
制
uo
法
印
明
抗
七
イ
二
段
』
と
あ
る
。
毘

一
て、
今
一
宇
残
れ
る
寺
は
北
之
訪
と
い
ふ
と
も
あ
る
。

一
寺
の
品
目
。
最
も
設
教
に
長
じ
た
。
見
政
二
年
十
月
二

近
時
に
主
る
ま
で
六
刊
谷
怒
〈
完
的
L
、
防
に
仰
山
間
一
沙
門
常
は
今
明
ら
か
で
な
い。

一
J
タ
カ
ツ
メ
ジ

y
ジ
ヤ
高
爪
刑
制
。

一
十
四
日
寂
、
平
年
不
詳
O

法
名
欲
坐
階
。

内
に
む
か
れ
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十

一
年
伽
叫
抑
制
一
会
。
金
創
宮
加
間
続

l
石
川
榔
的
来
金
銅
宮
に
沼
山
間
の

一

生
イ
へ
イ
ジ
太
平
寺

村
山
[
石
川
榔
林
郷
に

一

ダ
イ
ポ
ウ
大
訪

れ
ィ
味
洲
郎
若
山
陀
に
臨

倣
の
災
に
拠
っ
た
時
、
総
か
に
方
丈
に
あ
っ
た
第
三
一
大
般
若
縦
は
、問
よ
り
こ
の
地
方
の
版
で
は
な
い
が
、
一
在
る
郎
孫
。
品
名
は
大
平
寺
が
あ
っ
た
か
ら
起
ふ
り
、

一
す
る
部
部
O

元
総
十
四
年
の
郷
村
各
部耽
抄
に
、『
行
古

宵
四
十
九
程
・
第
沢
一
内
容
・
第
一
λ
百
十
怨
・第
六
百
倉
一
第
四
十
三
容
の
弔
木
が
存
L
、
そ
の
奥
部
に
『
惚
永

一
元
職
十
五
年
前
は
大
卒
寺
と
包
い
た
o
郷
村
名
義
抄

一
此
既
に
良
言
宗
十
二
坊
有
之
、
大
地
に
候
問
。
何
比

の
み
を
治
し
た
の
で
あ
る
。
う
ち
第
六
刊
怨
は
織
終
一

十
入
年
半
卯
六
月
朔
日
加
州
白
山
金
鋼
大
副
判
官
位
似

一
に
、
古
へ
自
候
氏
の
一
族
恭
平
と
い
ふ
も
の
L
枕
脚

一
か
右
坊
不
桟
巡
利
。

n一
附
跡
に
村
宜
出
来
に
刊
、
大

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
奥
田
は
こ
の
ね
綬
の
成
一
舵
刊
印
刷
組
悌
政
自
』
と
別
に
刷
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
。

一
郎
容
平
寺
が
あ
っ
た
お
に
務
平
寺
村
と
い
う
た
の
が

一
坊
村
と
巾
問
巾
似
候
O
』
X
能
常
総
に
、『
大
切
に
正
-M

っ
た
岡
山
以
を
肢
も
計
悉
し
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
の
大
一
組
政
は
組
術
で
あ
ら
う
。

一
判
じ
た
の
だ
と
あ
白
、
泊
施
記
に
、
太
平
等
村
に
あ

一
帯
と
い
ふ
滞
土
探
宗
あ
り
。
む
か

L
天
台
宗
に
て
、

般
若
純
は
、
も
と
外
扱
凶
多
紀
州
附
安
行
庄
野
川
な
る
一
〈
七
)
州
制
財
院
時
間

l
m羽
咋
榔
白
山
間
関
山
川
院
に
は
山
川
和田
大

一
っ
た
寺
院
は
太
平
寺
で
、
山
制
宗
に
邸
L
、
明
心
の

一
山
蹴
を
般
若
山
と
い
へ
り
。
以
昨
の
什
物
品
々
今
に

縦
箆
に
邸
し
た
も
の
で
、
成
和
凶
作
中
凶
M
M
十
六
日
そ
一
般
若
終
が
あ
っ
て
完
本
で
あ
る
o

J
ケ
ツ
Y

ヨ
〆
イ

一
山間
基
で
あ
っ
た
が
、
後
大
和
に
移
っ
た
と
す
る
も
の

一
俳
来
す
。
』
と
見
え
る
。

の
料
紙
を
制
へ

、
四
月
十
九
日
目
ね
を
附
始
L
、
第
一
ハ

Y

ニ
ヤ
キ
ヨ
ウ
山
川
町
大
仙
脱
出
幅
削
H

。

一
は
皆
限
で
あ
る
。
勉
賂
胞
に
は
ま
た
今
こ
の
地
に
大

一

ダ
イ
ポ
ウ
ガ
ハ
大
坊
川

同
H
ォ
珠
洲
山
大
谷

永
二
年
八
且
引
七
日
功
を
竣

へ
た。

日
時
は
怨
子
木
一

ダ
イ
フ
大
息

加
賀
の
俳
人
。
石
の
殴
・み
つ
か

一
一点寺
の
閉
山
徹
泌
の
反
探
が
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

一
領
山
か
ら
疏
れ
出
で
、大
坊
領
で
俄

m川
に
合
す
る
。

で
あ
っ
た
が
、
阿
仁
二
年
二
且
六
日
商
法
寺
の
臼
似
一
な
わ
・
三
つ
が
限
引
文
月
こ
L
ろ
泌
m
q
の
活
者
。

一

ダ
イ
へ
イ
ジ
大
平
寺

石
川
部
に
在
っ
た
。
限

一
水
似
か
ら
古
川
合
ま
で
続
税
四
粁
沢
市
。

等
折
っ
て
方
本
と
な
し
、同
年
一
雄
由
臨
nH
十
日
之
を
山
一
一
覧
廷
か
ら
明
和
あ
た
り
に
京
に
住

L
、
陰
白
故
人
と

一
永
五
年
八
且
十
五
日
附
明
熔
型
阿
法
弟
十
二
振
辿
判

一

タ
イ
マ
太
間

鹿
応
部
能
昌
明
白
な
る
厳
罰
の
百

っ
た
o
然
る
に
そ
の
後
抑
制
に
よ
っ
て
縦
約
甚
だ
し

タ
イ


